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プ レ大 会 発 表 要 旨2002.11.8-10

月 岡雪斎 と工房

西垣 香/関 西大学

月岡雪斎は,18世 紀中期か ら後期(明 和 一

安永)に かけて大坂を拠点に活躍 した浮世絵

師,月 岡雪鼎の跡を継いだ人物である。雪鼎

は艶やかで しっくりとした画風の上方の当世

美人画を創意 し,大 坂の風俗画派の一派を成

した。俗に月岡派と呼ばれる。雪鼎の美人図

は,濃 艶な独特な顔立ち,緻 密な衣裳描写,

華やかな彩色といった特徴があるが,雪 斎を

はじめとする彼の門人たちは雪鼎の画風を忠

実に踏襲 し,継 承 していった。本発表は月岡

雪斎の画業をたどる試みであり,雪 鼎没後の

月岡派の足跡を見てゆくことを目的としてい

る。

雪斎の名が最初に見出され るのは安永6

(1777)年 刊行の 『難波丸綱 目』の 〔絵師〕

の項であ り,「法橋月岡雪鼎男月岡雪斎」 と

記される。雪斎は,姓 を木田氏,名 を秀栄,

字を太素といい,雪 斎と号 した。生年は不明

であるが,没 年については今のところ墓碑よ

り天保10(1839)年2月1日 とみる説で一致

している。有年記の作品が少な く,作 画の実

態は不明な点が多いが,晩 年は江戸に移転 し

たと伝え られる。彼が雪鼎の長子 として認識

されてきたことは一般的な通説であるが,

『浪速人傑談』のように義子とみる説 もあり,

同書はさらに雪斎の子供に雪操,雪 洞の二子

がいたと伝えている。 しか し,実 子であった

か一門の門弟であったかは不明である。雪鼎

と雪斎の生没年には年数の開きが大きく見 ら

れるため,実 子であるなら雪斎はおそらく晩

年期の子供であり,あ るいは養子 として月岡

派の跡 目を継いだものと考えられる。

雪斎作品は,署 名形式 より叙位以前,法 橋
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期,法 眼期の三期に大きく分類できる。法橋

期雪斎の美人画作品は雪鼎様のものが過半を

占めており,こ れらの作例より雪斎が雪鼎の

美人画の姿形や着彩を模倣 ・学習 した成果を

看取することができる。また,王 朝人物図や

謡曲に取材 した古典文学に親 しい作が多 く,

主題選択の傾向に関 して も同様に継承性が認

められる。工房体制を維持 していくためには

広範囲の美術愛好層が顧客として期待された

と思われ,特 別注文品に加えて仕込絵のよう

な商品性の高い作品 も用意することが求め ら

れたに違いない。流行画師として顧客の多様

な注文に応えるためにも早急な筆の熟達は必

至であったと思 しく,父 の作品を手本に若年

のうちに画技を習得 し終えていたことが分か

る。 しかしながら,雪 斎は雪鼎の図様借用に

頼 った模倣のみに留まることはなかったよう

である。子細にみてみると,彼 が画派の後継

者 として画風の忠実な継承を行ないなが ら独

自性を加味 した作品 も同時に遺 してお り,平

行的に制作を行なっていたことがわかる。注

目されるのは,雪 斎独自の様式的樹立が見 ら

れる法眼期に入 ってか らもなお,雪 鼎様の作

品が並行的に制作されているという事実であ

る。つまり,制 作にあたって雪斎は終生,雪

鼎の創案 した美人画の基本姿形のヴァリエー

ションを積極的に活用 したものと考えられる。

雪斎による雪鼎様の美人画は明和後期から安

永初期にかけての雪鼎美人画に手本を取った

ものに集中しており,と りわけ当期の雪鼎美

人が根強 く人気のあったことがわかる。要す

るに,雪 斎は需用層の好みに応 じて制作を行

なうと共に,時 に独自性を加味 しながら雪鼎



の遺 した美人画のヴァリエーションを活用す

る方向で,支 持層に提供する作品内容の様式

幅を拡大 し,多 様な需用に応えることを目差

したものと推測される。

月岡派工房の制作実態を窺わせる作例とし

て,公 家の年中行事と民間の五節句を組み合

わせて屏風仕立てにした 「十ニケ月図屏風」

の画題作がある。雪鼎にも同種の屏風作例が

何点か遺存 していることから,流 派内におい

ては定番的な趣向の画題作品として定着 して

いたと考えられる。雪斎の画業をより深 く理

解するため,法 眼期雪鼎の 「十ニケ月図屏風」

(滋賀県立琵琶湖文化館蔵)と の比較を行 い,

雪斎の特質と月岡派工房の制作のあり方を明

らかにしたい。そこでまず雪鼎の 「十ニケ月

図屏風」の第十二扇が注目される。本扇は十

二月の景物である早梅の樹下のもと佇む官人

と供の男,そ して硯箱を差 し出す童子の三人

が描かれるが,こ の図様をそのまま引き写 し

た ものと思われるものが雪斎の手による 「宮

人観梅之図」(関 西大学図書館蔵)で ある。

本図は画面左側の白梅をはじめ,左 方に懸か

る橋や人物の布置等全 く同図様で描かれる。

雪斎作では水面は凍らず上方下方 ともに水流

で描かれるという多少の改変は見 られるもの

の,明 らかに雪鼎の作を意識 した画面であり,

直接参考とした継承作の一例 として捉えるこ

とができる。また,関 西大学図書館所蔵の雪

斎筆 「十ニケ月図屏風」の第一扇は一月の公

家の行事として朝廷の子の小松曳きをする官

人が描かれる。雪斎に雪渓 ・雪洞の二子のい

たことは冒頭にふれた通 りであるが,そ の雪

洞に官人の小松曳きを描いた同趣向の掛幅が

遺存 していることは興味深い。本図は雪斎の

「十ニケ月図屏風」第一扇の 「子の小松曳き」

とほぼ同図様で構成される。雪洞の図様はよ

り簡略化の方向で選択されながらも,人 物の

布置や画面構成の基本パターンはほぼ一致 し,

月岡風人物画の顔立ちで描かれている。つま

り,雪 斎の 「十ニケ月図屏風」第一扇と雪洞

の 「小松曳き図」の間には明らかな図様の継

承関係が見出される。よって,本 図より雪鼎

から雪斎へ,雪 斎から雪洞へと継がれた月岡

派三代の継承の足取 りを知 ることができる。

そして各場面の比較考察からは,雪 斎の 「十

ニケ月図屏風」には図様選択等に継承性が見

られるものの,月 岡風を基底 とした中に雪鼎

とは異なる童形の顔貌描写で人物が捉え られ,

また中景を略した画面構成が見 られる点など

が指摘でき,雪 斎様式を示す作であることが

判明 した。雪斎は,単 幅の美人画のみな らず

大型の屏風作品の制作に関しても同じように,

雪鼎の図様を雛型として活用 し門流へと継承

していったようである。

こうした雪鼎様の作品は,「十ニケ月図屏

風」のように雪鼎様に部分的改変を加えて制

作されたものと,雪 鼎作品と同画題同構図の

作を踏襲 して作られたものの二通 りに分けら

れる。とりわけ,同 画題同構図の好例として

挙げられるのは 「人形遣い」を描いた懐古的

な画題であり,当 画題の美人画は雪斎のみな

らず門人達にも同趣向の作例が散見されるこ

とか ら,月 岡派の看板商品であったことが想u

像される。また,伊 勢物語に取材する 「芥川

図」では図様がそのまま踏襲されており,月

岡派内において仕込絵 に近い商品であったこ

とがわかる。これらの作例より,雪 斎と弟子

たちが当世風俗と物語図,王 朝人物図を大き

な二本柱とした雪鼎ゆずりの画題と図様のス

トックを有効にいか しながら,多 様な注文に

応 じて応用を加え,時 代の美意識の変化に同

調 し柔軟に制作を行なっていたと推測される。

つまり,雪 斎はその後の 「月岡派」の方向性

を提示 し 「月岡風」といわれる礎を築いた流

派のキーパーソンとして位置付けられる。
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